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「未来に希望がもてる活力あるまち」の実現
第７次総合計画 後期実行計画３年目となる予算
「舞鶴市の未来は市民の声の中にある」 その実現に向け、市民
との対話を大切にし、希望が持てる社会を創るための予算

「こどもまんなか」をまちづくり政策の中心に位置づけ
小・中学校給食無償化の実施、不登校支援やこどもの居場所づくり、

学校トイレ洋式化の推進など、未来を担う子ども達のため「子育て環境の充実」を図る。

物価高騰対策などの３月補正予算と連動
国の経済対策等も積極的に活用し、迅速な施策の推進を行う。

1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

予算編成の基本方針

希望がもてるまちづくり

安全で安心なまちづくり

魅力あるまちづくり

市政運営の基本姿勢

３月補正予算と連動
迅速に切れ目なく

施策を推進

まちづくり戦略
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会 計 令和７年度 令和６年度 増 減

一般会計 404.9億円 361.6億円 ＋43.2億円（+11.9％）

特別会計（5会計） 177.3億円 179.9億円 △ 2.5億円（△1.4％）

企業会計（3会計） 108.5億円 113.1億円 △ 4.5億円（△4.1％）

全会計 総額 690.8億円 654.7億円 +36.0億円（+5.5％）

予 算 規 模

1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

※金額は端数切捨

令和６年度３月補正予算

一般会計補正予算（第７号） 14.3億円 国の物価高騰対策（市民や事業所に対する支援）
備蓄物資整備、明倫小EV工事、重文赤れんが倉庫整備など

Ｒ６当初予算額との比較 約43.2億円の増（＋11.9％）
R6年3月補正との合計額は、419.2億円
市制施行以来、過去最高の予算規模。



◆未来を担うこどもや若者が活躍できる「こどもまんなか」予算
◆「妊娠期から出産、子育て期までの切れ目ない支援」体制を推進する予算
◆性別や年齢、国籍、キャリア等「誰もが活躍できるまち」の実現を図る予算
◆「次世代への継承から、次世代による継承へ」歩みを進めていく予算

1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

予算の特徴

＜ポイント＞
■「小・中学校給食の無償化」を実現（小学校３学期から、中学校通年化）・・・約1.1億円増
■産前・産後サポートや妊娠出産に係る包括的支援を実施・・・約6百万円増
■新たなこどもの居場所づくり（不登校支援、こども若者助成、公民館整備）・・・約4百万円増
■学校トイレ洋式化、中学校体育館空調設置・・・ 約1.1億円増
■持続可能な地域医療を確保するための「医療機能最適化検討事業費」・・・約1.5千万円増
■「誰もが働きやすい職場づくり推進事業費」・・・3.5百万円増
■海外引揚開始80年・世界記憶遺産登録10周年記念事業費・・・約7百万円増
■中央図書館の整備・・・約1.６億円増、重要文化財赤れんが倉庫整備・・・約3.0億円増
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1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について
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物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金充当額（推奨メニュー分） 2億858万円 （3月補正、一部当初予算）

新 一般 給食等利用者の負担軽減事業 補正⑦ 6,220万円 9

新 一般 福祉事業所等への負担軽減事業 補正⑦ 1,420万円 9

新 一般 まいづるプレミアム商品券2025発行事業費 補正⑦ 3,900万円 9

新 水道 水道料金減免事業費 6,200万円 10

新 一般 生活基盤を支える公共交通事業者への支援 補正⑦ 4,760万円 10

新 一般 一次産業事業者等への物価高騰等支援事業 補正⑦ 2,370万円 10

希望がもてるまちづくり

新 一般 産前・産後サポート事業費 441万円 11

拡 一般 不妊・不育治療給付費 1,037万円 11

拡 一般 妊娠出産包括支援事業費 921万円 12

新 一般 子育て世帯訪問支援事業費 73万円 12

一般 公立保育所施設整備事業費 1,570万円 13

一般 こども・若者の居場所づくり推進に係る取組 1億8,369万円 13

≪歳出内訳 ※主な事業一覧≫ （万円未満切捨） 頁



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について
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拡 一般 学校給食費無償化事業費（小・中学校） 2億1,130万円 14

拡 一般 不登校支援等推進経費（うち、フリースクール等支援経費分） 331万円 14

拡 一般 施設整備事業費・校舎等改修事業費（小・中学校）※3月補正・当初予算
1億1,616万円

補正⑦ 3億7,680万円
15

新 一般 2025年大阪・関西万博校外学習費等支援事業費（小・中学校） 300万円 16

新 一般 学校規模適正化推進事業費 15万円 16

拡 一般 シビック・プライド向上推進事業費（舞鶴市ＳÐＧs未来都市推進事業費） 1,164万円 17

新 一般 のら猫不妊去勢手術費補助金 50万円 17

安全で安心なまちづくり

拡 一般 緊急時避難円滑化事業費 6,700万円 18

新 一般 ヘリコプター臨時離着陸場整備事業費 2,432万円 18

拡 一般 備蓄物資整備事業費 ※3月補正 補正⑦ 7,500万円 19

新 一般 高潮対策事業費 4,420万円 19

一般 医療機能最適化検討事業費 2,700万円 20

≪歳出内訳 ※主な事業一覧≫ （万円未満切捨） 頁



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について
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新 一般 予防接種事業費（うち帯状疱疹予防接種分） 1,509万円 20

新 一般 がん検診事業費（うち前立腺がん検診分） 78万円 21

拡 一般 重層的支援体制整備事業（うち多機関協働、参加支援、アウトリーチ支援） 3,212万円 21

魅力あるまちづくり

拡 一般 漁村活性化センター施設整備事業費 2,760万円 22

拡 一般 京都舞鶴港振興事業費 7,985万円 22

新 一般 誰もが働きやすい職場づくり推進事業費 350万円 23

新 一般 高温対応作物生産チャレンジ事業費補助金 90万円 23

新 一般 漁業担い手住居確保支援制度貸付金 48万円 24

新 一般 クロマグロPR事業費 100万円 24

拡 一般 2025年大阪・関西万博連携事業費 1,516万円 25

新
拡

一般
海外引揚開始80年・世界記憶遺産登録10周年記念事業費
文化芸術まちづくり事業費

1,090万円 25

拡 一般 中央図書館整備事業費、図書資料等充実経費 2億241万円 26

≪歳出内訳 ※主な事業一覧≫ （万円未満切捨） 頁



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

8

拡 一般 重要文化財赤れんが倉庫整備事業費 ※3月補正 補正⑦ 3億554万円 26

新 一般 スポーツ大会開催事業費 273万円 27

拡 一般 施設整備事業費（文化公園体育館空調整備工事ほか） 1億894万円 27

新 一般 都市空間情報デジタル基盤構築支援事業費 5,950万円 28

≪歳出内訳 ※主な事業一覧≫ （万円未満切捨） 頁

市政運営の基本姿勢

新 一般 まいづる親善大使プロジェクト事業費 126万円 29

拡 一般 庁舎改修事業費（うち防犯カメラ設置分） 190万円 29

拡 一般 人事管理経費（うち懇話会開催経費分） 66万円 30



エネルギー・食料品価格等の物価高騰支援

1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

給食等利用者の負担軽減事業 令和6年度補正予算7号にて予算化→令和7年度へ繰越

新 給食費高騰対策事業費(認可保育所、認定こども園、幼稚園) （№4） 補正⑦ 2,592万円

新 学校給食費高騰対策事業費(小学校) （№12） 補正⑦ 3,628万円

※物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金充当額（推奨メニュー分） 2億858万円

（３月補正、一部当初予算）

福祉事業所等への負担軽減事業 令和6年度補正予算7号にて予算化→令和7年度へ繰越

新 障害者施設等物価高騰対策支援事業給付金 （№3） 補正⑦ 440万円

新 高齢者施設等物価高騰対策支援事業給付金 （№3） 補正⑦ 880万円

新 障害児通所施設等物価高騰対策支援事業給付金 （№3） 補正⑦ 100万円

生活者支援と地域経済を下支え 令和6年度補正予算7号にて予算化→令和7年度へ繰越

新 まいづるプレミアム商品券2025発行事業費
(プレミアム分3,000円/セット×発行数10,000セット) （№8）

補正⑦ 3,900万円
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エネルギー・食料品価格等の物価高騰緊急支援

1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

生活基盤を支える公共交通事業者への支援 令和6年度補正予算7号にて予算化→令和7年度へ繰越

新 公共交通燃料費高騰対策支援奨励金 （№2）
燃料高騰の影響を受けるバス事業者への運行支援(路線バス他4,400万円、自主運行バス360万円)

補正⑦ 4,760万円

一次産業事業者等への物価高騰等支援事業 令和6年度補正予算7号にて予算化→令和7年度へ繰越

新 農地を守る担い手応援事業費補助金 （№5）
農業用機械等の導入による担い手支援

補正⑦ 700万円

新 漁業者原油価格高騰対策事業費補助金 （№6）
安定した漁業経営のための燃油代支援

補正⑦ 420万円

新 水産業経営基盤強化事業費補助金 （№7）
経営基盤強化に資する設備等の導入を支援

補正⑦ 1,250万円

10

（３月補正、一部当初予算）

生活者、事業者への物価高騰等対策支援事業 令和7年度当初予算で予算化

新 水道料金減免事業費 （№143）
水道料金の全契約者（官公署除く）が負担している基本料金相当額を支援（2か月）

6,200万円



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

＜子育て環境の充実＞希望がもてるまちづくり

拡 不妊・不育治療給付費 （№63） 1,037万円

新 不妊治療または不育治療の治療費に係る現行の補助率及び助成限度額を見直し、こどもを願う方の経済的負
担を軽減するもの。

新 【内容】※総合して府内最高額へ拡大
保険診療（先進医療併用） 補助率1/2→3/4 補助上限額 6万円（10万円）→10万円（25万円）
不育症（不育症保険外） 補助率1/2→3/4 補助上限額10万円（20万円）→20万円

新 産前・産後サポート事業費 （№67） 441万円

新 妊産婦及びその家族の悩みや不安を軽減し、妊娠期からの切れ目のない支援体制を包括的に整える。
⇒妊娠期から産後1年未満の妊産婦とその家族を対象に、休息や身体のケア、仲間づくり等を促し安心して

子育てに臨むことができるようサポートする事業所へ補助するもの。

新 【産前・産後サポート事業補助金】396万円 市内5か所〈新規〉
半日実施 約30万円×１か所、１日実施 約90万円×4か所

【産前・産後サポート部会の開催】 30万円〈新規〉
【妊産婦・新生児訪問】 15万円〈継続〉
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1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

拡 妊娠・出産包括支援事業費 （№66） 921万円

新 身体的心理的支援の必要性が高い妊産婦について、市内の医療機関等が中心となり、助産師等専門家による
個別の相談支援を行うとともに、妊産婦の身体的心理的ケア等の支援強化を図る。
⇒出産後退院から1週間を上限に産科医療機関にて、家庭保育が可能になるよう集中支援を行う。

また、流産・死産によって大切ないのちを失われた産婦とその家族へ寄り添う相談支援を実施する。

新 【産後ケア事業分】207.6万円
〈現行〉短期入所型（上限３回）、通所型（1回4～6時間：上限３回）155.8万円
〈新規〉産科医療機関（上限1週間）51.8万円（市全額負担）※育児手技指導、家族力等の評価、専門医の受診等

【グリーフサポート事業分】27.9万円 京都府助産師会へ委託。
※グリーフケアに特化した事業を市が実施することは府内初

子育て世帯訪問支援事業費 （№56） 73万円

新 児童虐待等のリスクの高まりを未然に防ぐため、事業の目的や内容、支援方法等について研修を受けた
「訪問支援員」が、サポートプランに基づき、家事・子育て等に対して不安や負担を抱える子育て世帯、妊
産婦、ヤングケアラー等がいる家庭を訪問し支援を実施する。

新 【内容】家事支援（食事準備、洗濯、掃除など）
育児・養育支援（育児のサポート、宿題の見守りなど）
子育て等に関する不安や悩みの傾聴、相談、助言など

【方法】民間事業所等への委託 12



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

公立保育所（認定こども園）施設整備事業費 （№50） 1,570万円

新 築40年以上が経過し老朽化が著しい「市立中保育所」について、将来を見据えた本市の中核的な保育施設と
して再整備するため、新園舎の建設に向けた設計業務を進め、
持続可能な教育・保育環境の構築を図る。

新 ■設計業務委託
■令和7年度 実施設計、東消防署中出張所除却工事 7,780万円（№124)
令和8・9年度 建設工事
令和10年度 認定こども園として開園

新 こども・若者の居場所づくり推進に係る取組 （№55）
全体事業費

1億8,369万円

新 「こどもまんなか社会」の実現に向けた多様なこども・若者の居場所づくり施策を横断的に取り組む。
⇒市内の民間団体やグループ等が、居場所づくりや体験活動を実施する事業に加え、こども・若者が主体的
に実施する事業についても助成を行う。

⇒中総合会館1階ロビーをこどもの居場所、図書館分館として機能強化を図る。

新 ■補助金 こども・若者の居場所づくり支援事業 180万円（補助率1/2、上限額30万円）新規

こども・若者まんなか活動助成事業 30万円（補助率3/4、上限額10万円）新規

■公民館 机や椅子、Wi－Fi環境の整備、図書閲覧・自学スペース整備 112万円新規
■放課後児童健全育成事業費 ほか 1億8,047万円 13



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

拡 学校給食費無償化事業費（小・中学校） （№132） 2億1,130万円

新 保護者の学校給食費負担を軽減し、子育てしやすいまち・安心して子育てできる環境を実現するため、
小・中学校給食の無償化を実施。

新 ■学校給食の現物支給・給付 小学校18校 5,400万円
中学校７校 1億5,730万円

■実施時期 小学校 令和７年度３学期から
中学校 通年化

※財源は、ふるさと応援寄附金や国交付金を基金化して活用するなど、複数財源により持続可能な運営体制を確保。

＜教育環境の充実＞

拡 不登校支援等推進経費（うち、フリースクール等支援経費分）（№127） 331万円

新 誰ひとり取り残さない更なる学びの保障を図るため、令和6年度からスタートしたフリースクールへの助成
対象を拡大。
⇒保護者の経済的負担軽減を図り、不登校児童・生徒の社会的自立を支援する。

新 ■フリースクールを利用する児童・生徒の保護者の負担軽減補助
【対象者】学校と連携するフリースクールに通う児童・生徒の保護者（所得制限なし）【拡大】
【補助額】授業料等に対し、月12,000円（上限）を助成

14



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

拡 施設整備事業費・校舎等改修事業費（小学校・中学校）
（№130） （№11）※令和6年度補正予算で計上

1億1,616万円
補正⑦ 3億7,680万円

新 学校施設は次代を担う児童生徒の学習・生活の場であり、施設の安全性・機能性の確保は不可欠であるため、
安全対策や機能性確保に関連した工事や長寿命化工事を計画的に実施し、学校生活の充実に必要な教育環境の
整備を図る。
⇒トイレ洋式化率の目標８０％を掲げ、３年間で全国平均を上回るよう強力に推進
⇒中学校体育館の空調は、令和10年度の全校配備完了に向けて計画どおり整備推進

新
■トイレ洋式化工事 福井・大浦・吉原小 2,200万円

中舞鶴小（設計） 910万円
青葉中（設計） 920万円

■体育館空調、LED整備工事 和田・城南中 6,980万円（※3月補正）
白糸・城北中（設計） 880万円

■エレベーター棟増築工事 明倫小 980万円（※3月補正）
■体育館長寿命化改修工事 青葉中（第一） 2億5,000万円（※3月補正）

ほか
15



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

新 ２０２５年大阪・関西万博校外学習費等支援事業費（小学校・中学校）
（№134）

300万円

新 大阪・関西万博は、参加する子どもたちが世界の最新技術や多様な文化に触れ、国際理解を深めるとともに、
未来社会について考えることができるまたとない機会である。体験を通してより深く将来の自分を考えるきっ
かけとなるため、経済的な支援を必要とする児童・生徒の保護者負担を支援する。

新 【内容】
校外学習・修学旅行等で万博に参加する経済的な支援を必要とする児童・生徒

（小学5年生～中学3年生）の保護者負担額を全額支援
【補助額】
児童生徒一人あたり約6,000円（バス代、駐車場代等）×対象見込 500人（小200人、中300人）

新 学校規模適正化推進事業費 （№128） 15万円

新 全国的な少子化が進むなか、子どもたちにとって望ましい将来の教育環境や適正な学校規模のあり方を示す
ビジョンを策定し、学校規模のあり方や学校再編等について、保護者や地域の方々と一緒に考えるなど、学校
規模の適正化に向けた取組を進めていく。

新 【内容】
小規模の小学校を中心に、保護者や地域の方々との対話や懇談の場を設け、

ビジョンの共有や理解を図るとともに、子ども達を中心に据えた学校規模のあり方
について共に考える。

16



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

拡 シビック・プライド向上推進事業費（舞鶴市ＳＤＧｓ未来都市推進事業費） （№23） 1,164万円

新 市内外においてシビック・プライドや郷土愛を育む事業を展開し、舞鶴ファンをつくり育て、活気ある住み
やすい地域づくりを積極的に推進する。
⇒市民の郷土愛を醸成するスクールを開講し、地域や自治体に対する住民の誇りや愛着、また地域社会に貢
献する意識を醸成する。また、舞鶴にゆかりのある市外居住者と市民とのつながり
を構築し、新たなコミュニティづくりを推進する。

新 ■子ども向けワークショップの開催、大学ゼミ合宿の誘致
■舞鶴に縁や想いのある市外在住者の交流やコミュニティづくり
■地域の魅力を再発見・共有できるスクールやワークショップの開催等

＜このまちに魅かれ移り住みたくなるまち＞

新 のら猫不妊去勢手術費補助金 （№62） 50万円

新 市民からのら猫対策の要望が増加しているため、のら猫の繁殖を抑制することで、市民の生活環境を守る。
⇒市内ののら猫を対象に、不妊去勢手術費用の一部を補助。

新 【事 業 名】のら猫不妊去勢手術費補助金
【対象経費】市内に生息するのら猫の不妊去勢手術、耳カット施術に係る費用
【補 助 率】1/2 ≪補助上限≫メス：1.5万円、オス：1万円

＜豊かな自然環境を守り育むまち＞
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1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

＜防災・減災対策の強化＞安全で安心なまちづくり

新 ヘリコプター臨時離着陸場整備事業費 （№2） 2,432万円

集落の孤立の恐れがあるPAZに準じる地域の田井・成生地区において、陸路や海路での避難のほか、
ヘリコプターによる空路での避難路を確保することにより、
避難手段の重層化を図り、住民の安全安心を確保する。

■整備予定地：「田井原子力防災センター」隣接グラウンド等
■事業スケジュール予定
①令和７年度 測量、設計業務、用地測量業務
②令和８年度以降 本体工事（地盤改良、舗装、防風ネット等設置）、

防災行政無線・携帯電話基地局移設・照明等導入

拡 緊急時避難円滑化事業費 （№1） 6,700万円

内閣府「原子力発電施設等緊急時安全対策交付金」の「緊急時避難円滑化事業（補助率10/10）」を活用し、
高浜発電所から3０キロ圏内に位置し複合災害発生時に孤立する可能性がある別所・岸谷・白滝地区、西方寺
地区の避難路となっている市道「別所岸谷線・白滝線」、「西方寺平線」を改良し、住民の避難円滑化を図る。

別所岸谷線（3.2㌔）・白滝線（1.0㌔） 西方寺平線（0.14㌔）

事業費 1,000万円（総事業費予定26,000万円） 5,000万円（総事業費予定5,000万円）

実施期間 令和7～11年度（予定）※R7は調査費等 令和7年度（予定）※R7は設計・工事

18※ヘリポート整備イメージ図



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

新 高潮対策事業費 （№114） 4,420万円

気候変動に伴う潮位の上昇予測に対し、高潮対策ポンプの整備等ハード整備を進め、浸水被害の軽減を図る
とともに、高潮発生時の通行規制対応の体制を強化し、道路交通の安全を図る。

[対象地域] ・浜地区 堰板設置 N=2箇所
・厳島通線 水門設置 N=1箇所
・竜宮通線 道路嵩上 L=150m
・宮古通線 道路嵩上 L=  50m
・浜地区他 道路冠水安全対策（交通誘導員配置）

19

拡 備蓄物資整備事業費 （№10）※令和6年度補正予算で計上 補正⑦ 7,500万円

万一の大規模災害時等に備え、避難所の生活環境改善やプライバシー確保を目的とした備蓄物資の整備を図
り、市民の安全・安心対策を強化する。

[配備（予定）内容] ・パーテーションテント 約1,000張
・簡易ベット 約2,600個
・簡易トイレ 32基
・トイレ用テント 約110張



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

＜みんなでつくる健康なまち＞

新 予防接種事業費（帯状疱疹予防接種分） （№65） 1,509万円

令和7月4月1日から、帯状疱疹が新たに予防接種法のB類疾病に位置付けられ定期接種の対象となることに
伴い、希望者の一部自己負担により接種を実施する。⇒高齢者の発病、重症化を防止

《対象者》65歳の方（1回限り）
《使用ワクチン及び接種回数》生ワクチン1回接種 または 不活化ワクチン2回接種
《自己負担》生ワクチン 4,000円 不活化ワクチン 11,000円(※1回接種分)

20

＜地域医療の確保＞

医療機能最適化検討事業費 （№79） 2,700万円

令和６年度に設置した「舞鶴市医療機能最適化検討会議」では、持続可能な医療提供体制を構築するには、
公的病院の再編・統合が必要であるとの結論に至ったところ。
⇒令和７年度は、想定される再編・統合パターンを踏まえた詳細シミュレーションを実施し、医療機能の再

編・統合形態、医療機能の集約場所、病院の運営主体の決定を目指すなど、具体的な検討を進めていく。

■舞鶴市医療機能最適化検討会議 ■検討内容
〈構成員〉 ①事業規模（収益規模）の検討
市長、医師会長、公的４病院長 ②人員体制・運用の検討
府立医大教授 ③概算収支シミュレーションの作成 等



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

拡 重層的支援体制整備事業（うち、多機関協働、参加支援、アウトリーチ支援）（№42,43,44） 3,212万円

令和7年度から重層的支援体制整備事業を本格実施へ移行し、複合・複雑化した支援ニーズに対する持続可
能な連携体制の構築をはじめ、制度の狭間にある個別ニーズや潜在的な要支援者への対応など、包括的な支援
体制の整備に取り組む。

■多機関協働事業費 2,414万円 複合・複雑化した課題に分野を超えて多機関が連携
社会福祉協議会に包括化推進員を3人、市生活支援相談課に庁内包括マネージャーを1人配置。

■参加支援事業費 726万円（新規） 居場所や就労等の支援メニューをコーディネート
社会福祉協議会に参加支援コーディネーターを１名配置。

■アウトリーチ支援事業費 71万円（新規） 潜在的な要支援者への働きかけ
市の生活支援相談課にアウトリーチ支援員を1名配置。

＜安心して暮らせる支え合いのまち＞
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新 がん検診事業費（前立腺がん検診分） （№71） 78万円

男性のがん罹患率数第1位である「前立腺がん」を検査項目に追加することでがんの早期発見・早期治療を
促し、死亡率の減少を図る。

■舞鶴市独自の前立腺がん検診システム
過剰診断や過剰治療の弊害を抑え、費用対効果の観点からも効果的な前立腺がん検診システムを提供。



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

拡 漁村活性化センター施設整備事業費 （№93） 2,760万円

舞鶴親海公園内にある漁村活性化センター及び海釣護岸は、平成16年度の開設以来、約20年が経過し、施設
の老朽化が進んでいる。⇒多くの来園者が安全・安心かつ快適に釣りを
楽しめる施設になるよう施設の更新を行う。

■海釣護岸 柵更新
■漁村活性化センター塗装工事 ほか

＜海・港を活かした魅力あふれるまち＞魅力あるまちづくり

拡 京都舞鶴港振興事業費 （№109） 7,985万円

航路の活性化や集貨対策、東アジア諸国等との経済交流による創貨活動など、京都舞鶴港の港湾機能を最大
限発揮する。また、2025大阪・関西万博を契機とした誘客気運の高まりとあわせ、本市の重要航路である
新日本海フェリーの舞鶴小樽航路が就航55周年を迎える中、旅客拡大に向けた支援を実施する。

■セミナー開催やコンテナ定期航路利用促進等のポートセールス など 7,595万円
■舞鶴小樽フェリー航路就航55周年を契機とした旅客拡大支援 390万円【新規】
新造船就航に向けた航路PR事業 150万円
舞鶴小樽フェリー航路を利用したツアープランへの一部支援 240万円

22



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

新 誰もが働きやすい職場づくり推進事業費 （№81） 350万円

性別や年齢、国籍、キャリア等の異なる多様な人材が、会社に愛着を持ち、自分の成長を実感しながら安心
して働ける環境づくりを支援。
⇒働く人のワークライフバランスと企業の価値向上を目指す。

■誰もが働きやすい職場づくりセミナー 50万円
■誰もが働きやすい職場づくり推進補助金 300万円
・女性従業員専用のトイレや更衣室、子連れ出勤スペースの整備費や備品購入費など
・就業規則の見直しや人材育成計画、外部専門家への相談・委託料の一部を補助

23

＜地域産業が元気でいきいきと働けるまち＞

新 高温対応作物生産チャレンジ事業費補助金 （№88） 90万円

本市の気象条件である夏の高温及び冬の寒さ、あわせて獣害に強い作物を試験的に栽培する農業者を支援す
る。
⇒地球温暖化に対応し、次世代につながる農業の確立を図る。

【対象者】 高温に対応する作物を試験栽培する農業者
【補助内容】10ａあたり一般的な野菜栽培の必要経費相当である30万円（定額）を補助



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

新 漁業担い手住居確保支援事業費補助金 （№96） 48万円

海の民学舎生が研修地に「舞鶴市」を選択しやすい制度を整え、漁業振興に不可欠な
漁業就業者を確保するため、住居確保を目的とした補助制度を設ける。

【補助対象者】海の民学舎2年目等研修生
【補助額】家賃の1/2（上限2万円/月）
【補助期間】1年間

新 クロマグロＰＲ事業費 （№94） 100万円

舞鶴地方卸売市場で取引される京都府産の「クロマグロ（本マグロ）」は、身質が優れ、東京等の市場で高
い評価を得ている。
⇒丹後とり貝・丹後の海育成岩がき・舞鶴かに・京鰆等に続く、消費者や観光客への訴求力が強い魚として

ブランド化を目指す。

■市内でクロマグロを食べられる仕組みの構築
冷凍品の開発等

■クロマグロのＰＲ
生産者、流通加工業者、飲食業者と連携したＰＲ事業の展開 24



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

新
拡

海外引揚開始80年・世界記憶遺産登録10周年記念事業費 （№12）

文化芸術まちづくり事業費 （№9）

1,090万円

引き揚げのまち舞鶴として大きな節目を迎える「引き揚げ」、「シベリア抑留」の史実の継承と平和への願
いを次世代へ伝える役割を果たす取組を展開する。

■平和祈念式典・記念事業費790万円
第２部では引揚がテーマの音楽劇（オリジナル脚本）を上演（文化芸術まちづくり事業費300万円）

■シベリア抑留画展、国際平和未来フォーラム（学生語り部や海外からの留学生など）
■教育・博物館連携展示会等ネットワーク拡大と情報発信

＜生涯を通じて健幸で文化的なまち＞

拡 2025年大阪・関西万博連携事業費 （№98） 1,516万円

本年４月から開催される「大阪・関西万博」に合わせ、国内外からの誘客を図り、認知度向上に取り組む。
⇒観光入込客数と観光消費額の増大による地域経済への波及効果の拡大を目指す。

■日本遺産を活用した誘客事業 【850万円】
・デジタル技術を用いた現実世界と仮想世界を融合した新しいコンテンツの造成
・多言語対応案内看板の作成、音声ガイドの充実

■「関西パビリオン京都ブース」への出展 【666万円】
・学生語り部による資料の説明 など ※展示開催期間：令和7年9月8日(月)～14日(日)

25



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

拡 中央図書館整備事業費、図書資料等充実経費 （№138,139） 2億241万円

「舞鶴市図書館基本計画」に基づき、西舞鶴駅東口への建設を進めている中央図書館について、令和６年度
に多くの市民の意見を踏まえて策定した基本設計を基に、実施設計業務を行う。
また、同計画に基づく図書館再編の取組の一環として、中央図書館を核とした全域への図書館サービスの実

現に向けて、その基本となる蔵書整備に令和７年度から計画的に取り組む。

【整備事業】中央図書館建設実施設計業務委託 1億6,100万円
【図書充実費】4,141万円
新規図書の購入等 3,881万円（購入予定冊数：約2万冊）
その他、新聞雑誌等の購入 260万円

（提供：遠藤克彦建築研究所、基本設計時点イメージ図）

拡 重要文化財赤れんが倉庫整備事業費（№13） ※令和6年度補正予算で計上 補正⑦ 3億554万円

貴重な国指定重要文化財を将来に継承するため、文部科学省所管（６～８号棟）
の保存修理工事に着手する。
⇒保存修理工事は、まずは6号棟から着手。R7は仮設工事と解体調査工事を実施。

■６号棟保存修理工事 3億554万円
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1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

拡 施設整備事業費（文化公園体育館整備工事ほか） （№140） 1億894万円

老朽化したスポーツ施設の改修や、夏場における熱中症による死亡事故等の発生を防止するために空調設備
を導入し、施設の高機能化を図る。⇒利用者が安心・安全で快適なスポーツ実施
環境を確保し、元気なまちづくりを推進する。

■空調整備工事：文化公園体育館（剣道場、柔道場、レスリング場）
ほか

27

新 スポーツ大会開催事業費 （№141） 273万円

ルールがシンプルで誰もが参加しやすい「ニュースポーツ」をはじめ、市民や事業所等が一堂に会し、綱引
きや大縄跳びなど誰もが知っている運動会の定番種目を楽しむ「舞鶴市民大運動会」を開催。
⇒スポーツを通じて健康増進やチームワークの向上、参加者同士の交流を促進する。

■舞鶴モルック大会開催経費 15万円【新規】
■舞鶴市民大運動会開催経費 28万円【新規】
■駅伝競走大会開催経費 ほか 230万円



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

新 都市空間情報デジタル基盤構築支援事業費 （№119） 5,950万円

持続可能なまちづくりを進めるため、舞鶴市が抱える都市構造上の課題や、目指す都市像を可視化する基盤
として、３D都市モデルを整備することで地図情報と統計データやビックデータなどを集約・分析し、まちづく
りDXを推進する。

【内容】都市空間情報デジタル基盤構築業務委託
・３D都市モデルの整備（都市計画基本図修正を含む）
・ユースケース開発（災害リスクの可視化）、データ分析、閲覧のためのGISシステム構築

28

出典：国土交通省PLATEAUウェブサイト
（https://www.mlit.go.jp/plateau/）

https://www.mlit.go.jp/plateau/


1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

市政運営の基本姿勢 ＜市民とともに進めるまちづくり＞

新 まいづる親善大使プロジェクト事業費 （№20） 126万円

様々な分野で活躍する舞鶴市ゆかりの著名人を大使として任命し、舞鶴の魅力を市内外へ発信す
るとともに、大使が有する知見や技能等を生かした市政推進につなげる。

【対象者】市にゆかりがあり、様々な分野で活躍されている方
【役 割】市内外への本市の魅力発信（観光、食、文化、ふるさと産品など）

本市が実施する各種事業への協力及び助言

＜持続可能なまちづくり＞

29

拡 庁舎改修事業費（うち防犯カメラ設置分） （№6） 190万円

令和７年２月に「カスタマーハラスメントに対する基本方針」を策定し、更なるカスタマーハラ
スメント対策として、また、庁舎内の防犯の観点から、市役所庁舎内に防犯カメラを設置。
⇒市民と職員の双方の安全を確保するもの。

■設置台数 １０台（市役所本庁、西支所）
※庁舎出入口、相談室内、窓口職場の付近に設置



1 令和７年度当初予算案
令和６年度３月補正予算案について

拡 人事管理経費（うち懇話会開催経費分） （№4） 66万円

人材確保と人材育成に関してトータル的な対策を講じていくため、外部有識者で構成する懇話会を開催し、
抜本的な人材確保に努める。
⇒日本一働きやすい市役所づくりに向けた具体的な取組、人材育成、キャリア形成に資する取組を推進す

る。

■外部有識者による懇話会を開催 6回程度（予定）

30」

＜市民の期待に応える市役所運営＞


